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　５月 24日、25日の２日間、
JA青年部の食育交流が実施さ
れ、24日には更別小学校児童
が青年部員の指導のもと４種類
のカボチャの種をまきました。
児童たちは「収穫と調理が楽し
みです」と笑顔になりました。
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第
１
弾　
『
開
拓
前
の
更
別
』

◆
更
別
最
初
の
入
植
者

　
山
田
嘉
一
郎

◆
村
内
に
は
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
が

   

16
か
所

村
に
は
、
勢
雄
遺
跡
を
含
め
、
貴
重
な

文
化
財
が
発
見
さ
れ
た
﹁
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
﹂
が
16
か
所
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
多
く
は
道
路
工
事
や
畑
の
改
良
工

事
な
ど
で
遺
物
が
発
見
さ
れ
調
査
し
た
も

の
や
、
発
見
の
可
能
性
が
あ
り
工
事
前
に

調
査
が
行
わ
れ
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

発
見
さ
れ
た
遺
物
は
石
器
も
あ
り
ま
す

が
９
つ
の
遺
跡
で
は
土
器
も
発
見
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
縄
目
の
模
様
を
つ
け
た
﹁
縄

文
式
土
器
﹂
と
思
え
る
土
器
も
あ
り
ま

す
。
縄
文
時
代
、
今
か
ら
１
万
３
千
年
ほ

ど
前
の
遺
跡
と
想
像
で
き
ま
す
。

　

村
で
は
全
て
の
包
蔵
地
に
﹁
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
﹂の
案
内
板
を
立
て
て
い
ま
す
。

●
更
別
村
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

　

①
東
更
別
遺
跡　
　

②
更
別
Ａ
遺
跡

　

③
更
別
Ｂ
遺
跡　
　

④
更
別
Ｃ
遺
跡

　

⑤
勢
雄
遺
跡　
　
　

⑥
勢
雄
２
遺
跡

　

⑦
更
別
Ｄ
遺
跡　
　

⑧
更
別
Ｅ
遺
跡

　

⑨
勢
雄
３
遺
跡　
　

⑩
更
南
遺
跡

　

⑪
勢
雄
４
遺
跡　
　

⑫
更
南
２
遺
跡

　

⑬
昭
和
遺
跡　
　
　

⑭
更
別
６
遺
跡

　

⑮
上
更
別
１
遺
跡　

⑯
香
川
遺
跡

今
年
、
本
村
は
開
村
75
周
年
と
な
り
ま
す
。
令
和
５
年
３
月
に
は
村
史
を
新
し

く
発
刊
予
定
で
す
。
広
報
で
は
、
数
回
に
分
け
て
村
史
の
一
部
、
本
村
の
歩
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
第
１
弾
は
﹃
開
拓
前
の
更
別
﹄。
遺
跡
か
ら
振
り
返
る
約
二
万

年
前
の
様
子
と
、
写
真
か
ら
振
り
返
る
開
拓
当
時
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
勢
雄
遺
跡
は
二
万
年
前
・
旧
石
器

　
時
代
の
遺
跡

勢
雄
遺
跡
の
発
掘
は
、
昭
和
50
年
10
月
、

宮
本
由
雄
氏
︵
勢
雄
区
︶
が
、
傾
斜
の
強

い
畑
を
な
ら
す
た
め
の
工
事
を
山
内
組

︵
株
︶
に
依
頼
し
、
工
事
が
あ
る
程
度
進
ん

だ
こ
ろ
、
勢
雄
の
川
へ
魚
釣
り
に
来
ら
れ

て
い
た
方
が
通
り
か
か
り
、
工
事
中
の
土

の
上
に
遺
物
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

発
見
さ
れ
た
方
は
遺
跡
に
詳
し
い
方
で
、

貴
重
な
遺
跡
だ
と
直
感
し
関
係
機
関
に
連

絡
。
宮
本
氏
に
は
工
事
を
中
断
し
て
も
ら

い
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
は
２
回
に
分
け
て
行
わ
れ
、
ブ
レ

ー
ド
や
ナ
イ
フ
型
石
器
、
裁
断
石
器
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

石
器
の
素
材
は
、
硬
質
頁
岩
や
黒
曜

石
が
多
く
出
土
。
調
査
は
、
黒
曜
石
の
表

面
が
水
分
に
接
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ

る
﹁
水
和
層
﹂
を
測
定
し
石
器
の
年
代
が

特
定
で
き
る
方
法
で
実
施
さ
れ
、
調
査
の

結
果
、
今
か
ら
２
万
１
千
６
０
０
年
前
の

こ
ろ
の
も
の
︵
２
千
年
前
後
の
変
動
が
あ

る
︶
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
縄
文
時
代
が

１
万
３
千
年
前
な
の
で
、
そ
れ
よ
り
約

９
千
年
も
前
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
と
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
測
定
さ
れ
た
北
海
道
の
石

器
群
の
中
で
最
も
古
い
時
代
の
も
の
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
遺
跡
は
﹁
勢
雄
遺
跡
﹂
と

名
付
け
ら
れ
、
村
の
教
育
委
員
会
で
は
、

勢雄遺跡出土品
  マイクロブレード／ブレード／

ナイフ型石器／スクレーパー／
ビュラン／ドリル／スポール／
調整剥片／裁断石器／石核／原
石／フレーク／小形舟形底石器
／礫スクレーパー／チョッパー
／鋸歯縁石器

特
集

　

山
田
嘉
一
郎
は
、
明
治
31
年
に
、
富
山

県
五
位
村
か
ら
五
位
団
体
を
率
い
て
現
在

の
幕
別
町
糠
内
に
入
植
し
ま
し
た
。
女
１

人
と
男
７
人
兄
弟
に
と
っ
て
糠
内
の
土
地

は
狭
い
こ
と
か
ら
、
明
治
38
年
５
月
、
猿

別
川
を
上
流
に
進
み
勢
雄
東
一
線
十
一
号

付
近
の
土
地
、
約
15
町
歩
を
選
び
ま
し
た
。

更
別
最
初
の
入
植
者
で
定
住
者
で
す
。　

　

そ
の
後
、
山
田
兄
弟
は
助
け
合
い
な

が
ら
開
墾
を
続
け
、
間
も
な
く
新
た
に

４
８
０
町
歩
を
買
い
取
り
更
に
畑
を
広
げ

弟
た
ち
を
分
家
さ
せ
ま
し
た
。

　

明
治
末
期
に
は
山
田
氏
を
慕
っ
た
入
植

者
が
続
き
ま
し
た
。
学
校
が
な
か
っ
た
た

め
、
大
正
６
年
に
山
田
氏
の
土
地
に
﹁
私

立
平
糠
教
授
場
﹂
を
開
設
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
学
校
を
作
り
ま
し
た
。　

　

山
田
氏
は
、
明
治
39
年
に
幕
別
村
の
第

一
回
村
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
就
任
、
大

正
７
年
に
信
用
購
買
組
合
を
設
立
し
初
代

専
務
理
事
を
務
め
ま
し
た
。
更
別
村
は
、

山
田
嘉
一
郎
が
入
植
し
た
土
地
を
記
念
し

て
﹁
更
別
発
祥
の
地
﹂
の
記
念
碑
を
建
て

て
い
ま
す
。

◆
イ
タ
ラ
タ
ラ
キ
駅
逓
と

　
更
別
最
初
の
住
人

　

明
治
31
年
、
現
在
の
帯
広
市
と
広
尾
町

を
結
ぶ
﹁
広
尾
道
路
﹂
が
完
成
。
更
別
に
も
、

長
旅
の
旅
行
者
の
た
め
に
、
宿
泊
や
馬
の

継
立
を
行
な
う
﹁
イ
タ
ラ
タ
ラ
キ
駅
逓
所
﹂

が
開
設
さ
れ
、
大
樹
町
に
入
植
し
て
い
た

吉
川
茂
吉
が
取
扱
人
に
任
命
さ
れ
、
駅
舎

と
官
馬
三
頭
、
採
草
地
が
貸
し
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
更
別
最
初
の
住
人
で
す
。

　

駅
逓
所
は
、
近
隣
地
域
へ
の
入
植
者
や

行
商
人
な
ど
が
よ
く
利
用
し
、
と
て
も
多

忙
で
し
た
。
ま
た
、
難
所
の
忠
類
坂
で
、

冬
期
間
に
行
倒
れ
や
凍
死
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、
出
張
所
︵
お
助
け
小
屋
︶
を
建
て
、

職
員
を
置
き
、
旅
行
者
を
助
け
ま
し
た
。

　

明
治
40
年
こ
ろ
か
ら
札
内
川
や
歴
舟
川

流
域
の
開
拓
が
続
き
、
上
札
内
︵
中
札
内

村
︶
か
ら
尾
田
︵
大
樹
町
︶
の
道
路
が
中

心
へ
と
変
化
、
広
尾
道
路
は
通
る
人
が
減
っ

て
い
き
ま
し
た
。
吉
川
氏
は
、
大
正
３
年

に
53
歳
で
死
去
。
駅
逓
は
長
男
が
継
ぎ
ま

し
た
が
、
大
正
５
年
に
広
尾
道
路
の
廃
道

と
と
も
に
駅
逓
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
吉

川
茂
吉
の
お
墓
は
、
道
の
駅
近
く
の
丘
の

上
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
担
当
者
と
な
っ
た
帯
広
畜
産
大
学
の

辻
秀
子
氏
、
帯
広
第
５
中
学
校
の
明
石
博

志
氏
の
協
力
を
得
て
、
先
土
器
遺
跡
の
発

掘
報
告
﹁
勢
雄
遺
跡
﹂
を
発
行
し
、
勢
雄

遺
跡
の
場
所
に
は
、
遺
跡
の
内
容
を
記
し

た
案
内
板
を
立
て
ま
し
た
。

勢雄遺跡案内板

開拓から

開村前 ( 昭和初期）

までのさらべつ

●問い合せ   総務課村史編さん室　☎ 52-2111

共同で開墾　昭和地域 上更別最初の商店　佐々木壮商店

昭和10年ころの更別市街地

昭和16年ころの更別神社

更別郵
便局舎

（昭和
６年）

出土場所発掘区

23



底の土をほぐしたら、肥料を入れて

土と混ぜ合わせ・・・

しっかり苗木を支えながら植えて、

土をかぶせてできあがり！

苗が肥料に負けないように、肥料の

上に土をかぶせてから・・・

植
え
る
場
所
の
土
を
き
ち
ん

と
掘
り
あ
げ
て
・
・
・

　

５
月
22
日
︵
日
︶、
す
も
も
の
里
で
は
村
民

72
名
の
参
加
の
も
と
﹁
開
村
75
周
年
記
念
植
樹

祭
﹂
が
開
催
、
２
年
間
育
て
ら
れ
た
３
０
０
本

の
す
も
も
の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
回
の
植
樹
は
、
強
風
や
大
雪
な
ど
で
倒
伏

や
枯
死
し
、
現
在
約
７
０
０
本
に
な
っ
た
す
も

も
の
里
へ
の
補
植
を
目
的
に
、
植
樹
祭
に
合
わ

せ
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

西
山
村
長
は
﹁
昭
和
62
年
に
１
１
０
０
本
の

す
も
も
の
木
が
植
樹
さ
れ
約
30
年
が
経
ち
、
今

で
は
、
更
別
農
業
高
校
や
道
の
駅
、
村
の
企
業

に
よ
る
特
産
品
開
発
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
日
は
新
た
な
す
も
も
の
里
の
出
発
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
﹂
と

あ
い
さ
つ
。
参
加
者
か
ら
は
﹁
思
っ
て
い
た
よ

り
大
変
で
し
た
が
、子
ど
も
も
楽
し
め
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
で
し
た
﹂と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

開
村
75
周
年
記
念

開
村
75
周
年
記
念

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
今
年
も
す
も
も
の
里
ま
つ
り

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
す
も
も
の

里
で
は
、『
す
も
も
の
里
で
お
花
見
探
検

２
０
２
２
』
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
す
も
も
の
里
に
隠
さ
れ
た
４
つ
の
こ
と

ば
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
探
検
期
間

　
７
月
３
日
（
日
）
ま
で

◆
応
募
用
紙

　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
中(https://

www.sarabetsu.jp/sightseeing/
 event/sum

om
o_tanken/)

◆
応
募
締
切
・
応
募
方
法

　
７
月
11
日
（
月
）
締
切

　
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

◆
賞
品

　
抽
選
で
特
産
品
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

お
花
見
探
検
実
施
中

植
樹
祭
開
催

有害鳥獣の捕獲技術開発など
連携協力に関する協定を締結

左からキャリオ技研株式会社富田代表取締役社長、西山村長

災害時応急仮設住宅の建設に
関する協定と包括協定を締結

左から一般社団法人日本ムービングハウス協会丹野理事、佐々
木代表理事、西山村長

　
交
通
量
や
自
転
車
で
の
外
出
が
増
え
て
く
る
こ
の
時
期
、
駐
在
所
長
や
交
通

安
全
指
導
員
が
見
守
る
中
、
交
通
安
全
を
学
ぶ
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
庭
や
職
場
で
も
お
互
い
に
注
意
を
呼
び
か
け
交
通
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
教
室
で
交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認
！

村
内
各
小
学
校
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

５月10日　更別小学校

　説明を受けたあと、小学１年生は歩行
訓練を、小学２・４・６年生は自転車の乗
り方を学び、交通ルールを確認しました。

4月 22日　上更別小学校

　交通安全指導員の自転車講習のあと、
上更別市街地で横断歩道の渡り方や自転
車の乗り方を全校児童で学習しました。

５月26日　更別幼稚園

　木下駐在所長の説明のあと、こぐまク
ラブのお母さんたちと横断歩道の渡り方
を確認、交通ルールを学びました。

５月27日　認定こども園上更別幼稚園

　交通ルールを学んだあと、年少・年中・
年長の園児は保護者と手をつなぎ、横断
歩道の渡り方を学びました。

５月 16 日（月）、村とキャリオ技研株式会社は、有害
鳥獣の捕獲技術開発や環境の保全、防災、人材育成などで
連携協力するための協定を締結しました。本協定は、大
樹町、広尾町、幕別町に続き４番目。鹿などの有害鳥獣
被害の防止をはじめ環境保全など、また地域雇用などの
人材育成を図ることを目的としています。富田茂社長は

「自社が持つ技術を有害鳥獣などの課題へ利活用し、また、
新たな産業へつなげたい」とあいさつ、西山村長は「ドロー
ンの活用など、対策に期待しています」と述べました。

５月 13 日（金）、村と一般社団法人日本ムービングハ
ウス協会は、『災害時における応急仮設住宅（移動式木造
住宅）の建設に関する協定』と『包括連携協定』を十勝
管内ではじめて締結。本協定は、大規模災害時の生活の
早期安定を図ることを目的に応急仮設住宅建設に迅速に
対応することなどを目的としています。佐々木信博代表
理事は「強靭化へ向け意義深いもの、災害時は迅速に対
応したい」とあいさつ、西山村長は「村民の命と暮らし
を守るための協定、感謝いたします」と述べました。

まずはデモンストレーションで

植樹方法を確認し・・・

●
問
い
合
せ

　
産
業
課
商
工
労
働
観
光
係　
☎
52
・
２
２
１
１

１

２

３４５

５月７日（土）、すもも

が咲き始める中、キー

ワード探しに訪れる方の

姿が見られました

お
花
見
探
検
ペ
ー
ジ
は

　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
⇩
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不妊治療費の助成が変わりました

令和４年４月

変　更

令和４年４月から、不妊治療を受けている方に対し経済的な負担を軽減し、十分な治療の機

会が確保されるよう、不妊治療費の自己負担額（医療保険適用の自己負担分全額）が助成の対

象となりました。

　なお、これまで特定不妊治療（体外受精や顕微鏡受精）を受けられていた方に対し実施して

いた特定不妊治療費助成（保険適用外となる治療費の一部を助成）は、法律改正により不妊治

療の保険診療となる範囲が拡大されたことから、４月以降に開始した治療については「不妊治

療費助成」の対象となります（令和４年３月までに開始した治療は、これまでの特定不妊治療費

助成の対象）。

医師が必要と認めた医療保険適用の不妊治療（申請時に医療機関および薬局からの証明が必要）

一般不妊治療 タイミング法、人工授精

生殖補助医療
採卵・採精、体外受精・顕微授精、受精卵・胚培養、胚凍結保存、

胚移植

●夫婦あるいは事実婚の関係のある男女で、いずれかが更別村に住所がある方

●夫婦（事実婚含む）とも村民税および村の税外徴収金に滞納がない方

●同一の治療に対して他の市町村から同様の給付を受けていない方

医療保険適用の自己負担分全額

助成には申請が必要となります。下記の「助成時に必要なものを」ご準備いただき、子育て応援課へ申

請してください。なお、詳しくは、子育て応援課へお問い合せください。

年齢制限 治療開始時において、女性の年齢が 43 歳未満であること

回数制限

初めての治療開始時点の

女性の年齢

40 歳未満 通算６回まで（お子さん１人ごと）

40 歳以上 43 歳未満 通算３回まで（お子さん１人ごと）

①申請書（子育て応援課窓口にあります）

②不妊治療費助成受診等証明書

　（子育て応援課窓口にあります）

③医療費と調剤費の領収書の写し

④振込口座がわかるもの ●問い合せ　子育て応援課母子保健係 ☎ 53-3700

対象となる治療

対象者

助成額

助成の申請と申請場所

助成時に必要なもの

助成には申請が必要となります。下記の「助成時に必要なものを」ご準備いただき、子育て応援課へ申

問い合せ　子育て応援課母子保健係 ☎ 53-3700

厚生労働省ホームページは

こちら▶ ＜つくり方＞

①高野豆腐は乾燥のままおろし金ですりおろし、ボールに入れ、牛乳

　を加えて混ぜ合わせる。

②しいたけ・玉ねぎ・人参はみじん切りにし、①に入れる。

③②に豚ひき肉・塩こしょう・卵を入れ、粘りがでるまでよく混ぜる。

④レタスの中央部分に③を乗せ、手前・左右の順に内側におり、具

　材が出ないようにきっちりと巻く。　

⑤深めの鍋にオリーブオイル、みじん切りしたにんにくを入れ、弱

◆材料（約 10 個分）

豚ひき肉200g、椎茸２枚、玉ねぎ1/2個、人参1/4本、
高野豆腐１枚、牛乳大さじ３、塩こしょう少々、卵１個、
レタス10枚、カットトマト缶１缶、にんにく１欠片、
オリーブオイル大さじ１、水200ml、顆粒コンソメ大
さじ１、砂糖小さじ２

ロールレタス

　火で香りを立たせ、一旦火を止めてからトマト缶を加えてじっく

　り炒める。

⑥⑤の鍋に水と④（巻いた部分が下になるように並べる）を入れて

　煮込む。

⑦最後にコンソメと砂糖を加え、味を調えたらできあがり。

パン粉の代わりに高野豆腐を入
れることで栄養価UP! また、ト
マトを使うことで、美味しく減
塩できます。

●問い合せ　保健福祉課保健推進係　☎ 53-3000
　　　　　　管理栄養士　園部　いつみ

次号に使用する旬の食材は・・

『ズッキーニ』です

●
問
い
合
せ

　
保
健
福
祉
課
国
保
介
護
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

実施中！
実施中！

　

村
で
は
、
健
康
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

健
（
検
）
診
や
健
康
づ
く
り
事
業
を

受
け
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
『
さ

ら
べ
つ
健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
参
加
賞
と
、
10
ポ
イ

ン
ト
達
成
で
「
ど
ん
ぐ
り
商
品
券
千

円
分
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
さ
ら
に
拡
大
し
、
10

ポ
イ
ン
ト
達
成
者
の
中
か
ら
抽
選
で

５
名
の
方
に
「
管
理
栄
養
士
厳
選
の

お
い
し
い
も
の
詰
め
合
わ
せ
（
３
千

円
相
当
）」
が
当
た
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
対
象
者

　
更
別
村
に
お
住
い
の
今
年
度
19
歳
以
上
の
方

★
参
加
方
法

広
報
５
月
号
折
込
み
の
参
加
申
込
用
紙
へ
記

　
載
し
、
保
健
福
祉
課
へ
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
用
紙
は
保
健
福
祉
課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

★
対
象
事
業　

３
ポ
イ
ン
ト

自
分
の
健
康
目
標
を
達
成
し
３
か
月

間
維
持
す
る
こ
と

２
ポ
イ
ン
ト

︵
が
ん
検
診

は
最
大
４
ポ

イ
ン
ト
ま
で
︶

健
診
・
検
診
受
診
（
特
定
健
診
、
総

合
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
、
後
期
高
齢

者
健
診
、
脳
ド
ッ
ク
、
職
場
健
診
、

歯
科
検
診
、
各
種
が
ん
検
診
）

１
ポ
イ
ン
ト

自
分
の
健
康
目
標
を
カ
ー
ド
へ
記
載

健
診
事
後
相
談
会
参
加

健
康
づ
く
り
教
室
参
加

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
参
加

介
護
カ
フ
ェ
参
加

健
康
増
進
室
に
新
規
登
録

健
康
増
進
室
の
３
か
月
券
ま
た
は
半

年
券
を
購
入

夢
民
講
座
参
加
（
運
動
と
栄
養
）

ど
ん
ぐ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加

★
申
込
期
間

　
令
和
４
年
12
月
28
日
（
水
）
ま
で

★
取
組
期
間
（
引
き
換
え
期
間
）

　
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

当日にポイント
カードを忘れて
も、さかのぼっ
てポイントを取
得可能ですので、
担当まで声をか
けてください

今回は、６月から旬を迎える ” レタス ” を使った野菜レシピをご紹介。レタス
に豊富に含まれるカリウムや葉酸は、水に溶けやすい特徴があり、効率的に栄
養素を摂取するには、汁ごと食べる料理や生で食べることがおすすめです。

１個分
カロリー 93kcal
塩分 0.7  食物繊維 1.2g

67



各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp

地域の見守りや高齢者の健康増進を目的に、今年も各
行政区でラジオ体操が始まりました。
　５月１日に錦町、５月９日には緑町、本町、曙町、花
園町で開始し、５月９日のシルバーハウジング駐車場で
は、シルバーハウジング入居者など曙町の 12 名が参加。
ラジオ体操を元気よく実施したあとには「また明日」と
笑顔で会話する様子がありました。この取り組みは、「さ
さえ愛さらべつ」の取り組みの一つで今年で５年目。５
月から 10 月までの間、実施されます。

開業 23 周年を迎えた道の駅では、５月３日から５日
の３日間、感謝祭が開催。村内外からゴールデンウィー
クを利用しドライブで立ち寄った家族連れなどで賑いま
した。会場には焼き鳥やたこ焼き、おやきのコーナー、
農産物・特産品販売コーナーなどが設けられました。道
の駅を運営するさらべつ産業振興公社の松永大さんは

「ジャガイモ 500g(50 円）は、連日大好評ですぐに完売。
また、今年は新しい商品の開発も予定しているので、楽
しみにしていてください」と話してくれました。

今年も開催
道の駅さらべつで感謝祭

今年も健康的な毎日を
ラジオ体操開始

４
月
29
日
、
村
ど
ん
ぐ
り
公
園
プ

ラ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
が
今
年
度
の
営
業

を
開
始
し
、
オ
ー
プ
ン
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
愛
好
者
の
皆
さ
ん
が
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
は
、
前
年
度
整

備
し
た
「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
」
も
登

場
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、

村
内
外
か
ら
親
子
連
れ
が
多
く
訪

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑

い
声
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
公
園
は
、
10
月
末
ま
で
の
営
業

予
定
で
す
。　

美味しく育ちますように
更高で野菜苗販売

更別農業高校では生徒が育てたナスやピーマン、
トマトなどの野菜苗約 3000 株と花苗約 500 株の
販売会が５月 20 日に開催され、農業科と生活科学
科２年生の生徒たちが販売しました。今年は３年ぶ
りに通常開催となり、当日はお目当ての苗を買い求
め村内外から約 250 名が訪れました。先頭に並ん
だ帯広市の方は「昨日のニュースを見てきました。
高校生の育てた苗はしっかりしているので育てるの
が楽しみ」と笑顔で話してくれました。

5/13
地域への感謝を込めて
中学生が地域清掃実施

更別中央中学校では、地域への感謝とボランティ
ア精神を養うため、今年度１回目となる生徒会主催
の村内清掃「それいけ！更中ごみ拾い隊」が実施さ
れました。
　生徒たちは、今年から変更となったルートで、火
ばさみとごみ袋を手に、道路脇や側溝のごみ拾いに
励みました。また、今回は、部活動ごとの６班に分
かれ「一人あたりのごみの量」で競う部活対抗形式
で行われ、優勝はバレー部となりました。

楽しみが盛りだくさん
春の図書室まつり開催

　子どもたちに楽しい時間を過ごしてもらうため、春
の図書室まつりが柔剣道場を会場に開催され、21 名が
参加しました。今年は『腹話術と人形劇がやってくる』
と題し札幌市から人形劇団ブランコの寺尾邦宏さんと
明希子さんの二人が来村、腹話術『あっちゃんとあそ
ぼう』と人形劇『オオカミとゆかいなこぶたたち』が
上演されました。上演後には人形劇で使われた人形や
舞台道具に触れることができ、子どもたちは「面白かっ
た！楽しかった！」と笑顔になりました。

５/１４

5/20 5/9

更南区にある村営牧場で今年も牛の受け入れが始
まり、この日はホルスタインと和牛あわせて 126
頭が入牧しました。トラックに乗せられ牧場にやっ
てきた牛たちは、月齢や品種ごとに分かれ各牧区へ
降ろされ、耳標の確認や駆虫薬を塗布された後、パ
ドックでひと夏の仲間たちと合流、楽しそうに走り
回っていました。預けられた牛は、牧場が閉まる 10

月下旬までに体重を 100kg 以上増やし、受胎牛とな

り飼い主の元へ帰っていく予定です。

大きく育て
村営牧場で入牧5/23 5/3

～ 5
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各課・施設の電話／メールアドレス　→　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp　　　　　　　　　

☎

☎

●
そ
の
他

　

取
扱
説
明
書
を
読
ん
で
正
し
く

　

お
使
い
く
だ
さ
い
。
使
用
後
は

　

汚
れ
を
拭
き
取
り
返
却
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※
自
力
で
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
が
困

　

難
な
場
合
は
、
専
門
の
業
者
に

　

依
頼
す
る
な
ど
の
対
応
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
2
1
1
2

　　　

村
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は

繊
維
製
品
（
衣
類
・
タ
オ
ル
・
布

団
カ
バ
ー
・
毛
布
な
ど
）
の
回
収

し
て
い
ま
す
。

　

回
収
量
の
増
加
に
伴
い
、
ラ
イ

タ
ー
や
針
、
カ
ッ
タ
ー
な
ど
異
物

の
混
入
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

作
業
員
の
け
が
や
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
衣
類

の
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
確
認
し
て
か

ら
持
ち
込
む
よ
う
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　

７
月
11
日
（
月
）
か
ら
、
帯
広

税
務
署
の
総
合
窓
口
が
、
帯
広
第

　
村
で
は
、
財
政
状
況
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
予
算

状
況
と
令
和
３
年
度
下
半
期
の
財

政
運
営
状
況
を
ま
と
め
た
「
財
政

状
況
説
明
書
」
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
閲
覧
を
希
望

さ
れ
る
方
は
総
務
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
閲
覧
期
限

　
令
和
５
年
５
月
31
日

総
務
課
財
政
契
約
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
１

　
民
有
地
に
あ
る
ハ
チ
の
巣
の
駆

除
は
各
自
の
責
任
で
対
応
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ハ
チ

用
の
防
護
服
の
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。

●
貸
出
期
間

　

貸
出
の
日
か
ら
翌
日
の
17
時
00　

　
分
ま
で

※
返
却
日
が
役
場
閉
庁
日
の
と
き

　
は
翌
開
庁
日

●
貸
出
条
件

　

作
業
中
に
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
こ

　

と
が
あ
っ
て
も
、
村
へ
の
責
任

　
は
問
わ
な
い
こ
と

２
地
方
合
同
庁
舎
の
１
階
か
ら
２

階
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
帯
広
税
務
署
ま
で
事
前
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

帯
広
税
務
署
総
務
課

　
　
　
　
　
　
☎
24
・
２
１
６
１

　

令
和
４
年
度
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新

期
間
は
、
６
月
１
日
（
水
）
か
ら

７
月
11
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　

管
轄
の
労
働
局
・
労
働
基
準
監

督
署
・
金
融
機
関
で
申
告
・
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
度
更
新
の
申
告
書
は
、
管
轄

の
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
へ

の
郵
送
や
電
子
申
請
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
度
更
新
期
間
に
申
告・

納
付
の
手
続
き
が
困
難
な
場
合
に

は
、
年
度
更
新
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０・１
６
５・１
８
０
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
期
間

は
５
月
30
日
（
月
）
か
ら
７
月
22

日
（
金
）
ま
で
、
通
話
無
料
で
す
。

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局

　
労
働
保
険
徴
収
課

　
☎
０
３・５
２
５
３・１
１
１
１

村
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す

繊
維
製
品
の
持
ち
込
み

に
つ
い
て

帯
広
税
務
署
総
合
窓
口
の

場
所
が
変
わ
り
ま
す
！

　
・
令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４

　
　

年
３
月
分
ま
で
（
令
和
３
年

　
　
度
分
）

　
・
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５

　
　

年
３
月
分
ま
で
（
令
和
４
年

　
　
度
分
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
失
業
さ
れ
た
方
は
失
業
し
た

　
　
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　
・
学
生
の
方
は
在
学
期
間
を
証

　
　

明
す
る
も
の
（
学
生
証
、
在

　
　
学
証
明
な
ど
）　

※
申
請
書
類
や
手
続
き
に
つ
い
て

　
ご
不
明
な
場
合
は
、
お
近
く
の

　
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
住
民

　
生
活
課
の
国
民
年
金
窓
口
へ
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　

納
税
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

住
民
生
活
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２　

　
除
く
）

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
、
修

　
士
課
程
修
了
（
見
込
含
）
の
場

　
合
は
28
歳
未
満
の
方

・
歯
科

　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

・
薬
剤
科

　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

※
一
般
幹
部
候
補
生
の
年
齢
は
、

　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
年
齢
。

※
資
格
な
ど
詳
し
く
は
左
記
ま
で

　
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
　
　
　
　
☎
23
・
８
７
１
８

　

北
海
道
庁
で
は
、
試
験
研
究
機

関
や
農
業
関
係
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
、
農
業

経
営
や
農
村
生
活
の
改
善
な
ど
に

関
す
る
技
術
や
知
識
を
農
業
者
に

普
及
指
導
す
る
普
及
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
採
用
試

験
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
試
験
区
分

　
普
及
職
員
（
農
業
）
A
区
分

・
採
用
人
数

　
13
名

　

大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

　
の
方

　
８
月
15
日
（
月
）
か
ら

　
８
月
24
日
（
水
）
ま
で

●
試
験
区
分

　
普
及
職
員
（
農
業
）
C
区
分

・
採
用
人
数

　
16
名

　
10
月
６
日
（
木
）

●
第
２
次
試
験

　
10
月
12
日
（
水
）
〜
21
日
（
金
）

　
の
う
ち
指
定
す
る
日

●
最
終
合
格
者
発
表
日

　
11
月
15
日
（
火
）

札
幌
国
税
局

　
　
　
　
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　
☎
０
１
１・２
３
１・５
０
１
１

　

令
和
２
年
２
月
以
降
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
収
入
源
と
な
る
業
務
の
喪

失
や
売
り
上
げ
減
少
に
よ
り
所
得

が
相
当
程
度
下
が
っ
た
方
な
ど
を

対
象
に
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除・

猶
予
申
請
や
学
生
納
付
特
例
申
請

が
可
能
で
す
。

●
対
象
期
間

　
①
免
除
・
猶
予
申
請

　
・
令
和
２
年
２
月
か
ら
6
月
分

　
　
（
令
和
元
年
度
分
）

　
・
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
３

　
　
年
６
月
分
（
令
和
２
年
度
分
）

　
・
令
和
３
年
７
月
か
ら
令
和
４

　
　

年
６
月
分
ま
で
（
令
和
３
年

　
　
度
分
）

　
②
学
生
納
付
特
例
申
請

　
・
令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
３

　
　
年
３
月
分
（
令
和
２
年
度
分
）

　
民
間
企
業
経
験
者
の
方

　
８
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
８
月
12
日
（
金
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
普
及
職
員
（
農
業
）

　

採
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

※
ア
ド
レ
ス
→https://w
w

w
.

　

pref.hokkaido.lg.jp/ns/

　

gif/fukyuu-saiyou.htm
l

北
海
道
農
政
部
生
産
振
興
局

　
技
術
普
及
課
普
及
推
進
係

　
☎
０
１
１・２
０
４・５
３
７
９

　　　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や

税
務
署
で
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
採
用
試

験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
受
験
資
格

　
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
及
び
、

　

高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て

　
い
な
い
方

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
６
月
20
日
（
月
）
か
ら

　
６
月
29
日
（
水
）
ま
で

　

https://w
w

w
.jinji-shiken.

   go. jp/juken.htm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
が
で
き

　

な
い
方
は
、
人
事
院
北
海
道
事

　
務
局

（
☎
０
１
１・２
４
１・１
２
４
８
）

　
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
第
１
次
試
験

　
９
月
４
日
（
日
）

●
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

●
応
募
資
格

・
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
（
32

　

歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
末

　

日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な

　
い
こ
と
）

・
一
般
幹
部
候
補
生
（
飛
行
要
員

税
務
職
員
の
募
集

に
つ
い
て

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

村
・
道
民
税
第
１
期
の
納
期
限
は

６
月
30
日
（
木
）
で
す

北
海
道
「
普
及
職
員
（
農
業
）」

募
集
に
つ
い
て

労
働
保
険
の
年
度
更
新

忘
れ
ず
に

募
集
項
目

受
付
期
間

試
験
日

自衛官候補生

6 月 30 日（木）まで

7 月 6 日 ( 水 ) 〜 8 日（金）

のうち１日

一般幹部候補生

（一般・歯科・薬剤科）

６月 16 日（木）まで

　・１次　

　    6 月 25 日（土）

　・２次　

　    8 月 1 日 ( 月 ) 〜 7 日（日）

　　 のうち１日

1011 各課・施設の電話／メールアドレス　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

          　　　　　　　　　　　　　  →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　

ハ
チ
用
の
防
護
服
を

貸
し
出
し
ま
す



後期高齢者医療制度のお知らせ

●問い合せ
　住民生活課税務係　　　　　　　☎ 52-2112
　北海道後期高齢者医療広域連合　☎ (011)290-5601

令和４年度の保険料について
　保険料の額は、被保険者全員が等しく負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額と
なります。２年ごとに見直され、制度を運営している北海道後期高齢者医療広域連合の議会が決定します。
　みなさんの令和４年度の保険料の額は、７月に個別に納付通知書を送付してお知らせします。

　保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。口座振替を希望される方は、
住民生活課へお問い合せください。
※災害・失業などによる所得の大幅な減少や、その他特別な事情で生活が著しく困窮して保険料のお支払いが困難
　な方は、保険料の減免が受けられる場合がありますので、住民生活課へご相談ください。
※次のいずれかに当てはまる方は、「年金からのお支払い」ができないため、「納付通知書」や「口座振替」により
　お支払いください。
　◆介護保険料が年金から引かれていない方 ( 年金額が年額 18 万円未満の方 )
　◆介護保険と後期高齢者医療の保険料の合計額が、介護保険料が引かれている年金の受給額の半分を超える方

被保険者本人の所得に応じた額

【所得割】
（令和３年中の所得−最大43万円）×10.98% 上限額66万円

【１年間の保険料】

（100円未満切り捨て）１人あたりの額

【均等割】
51,892円 ＋ ＝

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。
※年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※所得の少ない方は、世帯主や被保険者の前年の所得に応じて保険料が軽減されます。

保険料の軽減について

　軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定し、被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。昭和
32 年１月１日以前に生まれた方（65 歳以上）の公的年金などの所得は、さらに 15 万円を引いた額で算定します。

①均等割の軽減

　後期高齢者医療制度に加入したときに、被用者保険の扶養に入っていた方は、負担軽減のための特別措置として
所得割がかからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ均等割が５割軽減 (25,946円 )となります。

②被用者保険 (社会保険や共済組合など )の扶養に入っていた方への軽減

◆令和４年度

軽減対象の世帯総所得金額 軽減割合

43万円＋10万円 ×（給与所得者等の数 –１）以下 ７割

43万円＋（28万５千円×世帯の被保険者数）＋10万円 ×（給与所得者等の数 –１）以下 ５割

43万円＋（52万円 ×世帯の被保険者数）＋10万円 ×（給与所得者等の数 –１）以下 ２割

●問い合せ　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52-3171

委員のみなさんを紹介します
　今年度、社会教育関係組織の委員に就かれているみなさんを紹介します。※敬称略

■学校開放主事・副主事
　各学校開放事業に関して管理を
する方々です。
○更別小学校
　主　事　山上　文博 ( 校　長 )
　副主事　宗形　真恵 ( 教　頭 )
　　　　　眞鍋　　淳 ( 教　諭 )
○上更別小学校
　主　事　阿部　英一 ( 校　長 )
　副主事　伊東　洋志 ( 教　頭 )
　　　　　今　　善秀 ( 事　務 )
○更別中央中学校
　主　事　島村　雅樹 ( 校　長 )
　副主事　和田　秀治 ( 教　頭 )
　　同　　飯塚　昌克 ( 教　諭 )

■スポーツ推進委員
　体育レクリエーションの推進の
ため、行事への協力や指導をして
いただいている方々です。
委員長　矢島　俊郎 ( 若葉町 )
副委員長　松野　亜希 ( 若葉町 )
委　員　西川　朋憲 ( 旭　区 )
　　　　髙久　睦美 ( 北更別区 )
　　　　吉野　友晴 ( 若葉町）

■体育振興関係■社会教育関係
■社会教育委員
　社会教育事業に対して助言や意見をいただいている方々です。
委員長　霜野　敬夫 ( 中央町 )
副委員長　森田　知子 ( 旭　区 )
委　員　家常　直輝 ( 協和区 )　　織田さおり ( 更別区 )
　　　　島村　雅樹 ( 曙　町 )　　山上　文博 ( 緑　町 )
　　　　阿部　英一 ( 上更別区 )

○更別幼稚園
　主　事　宝輪　博継 ( 園　長 )
○認定こども園上更別幼稚園
　主　事　伊澤　昭宙 ( 園　長 )
○更別小学校
　主　事　山上　文博 ( 校　長 )
　副主事　宗形　真恵 ( 教　頭 )
○上更別小学校
　主　事　阿部　英一 ( 校　長 )
　副主事　伊東　洋志 ( 教　頭 )
○更別中央中学校
　主　事　島村　雅樹 ( 校　長 )
　副主事　和田　秀治 ( 教　頭 )　

■家庭教育学級主事・副主事
各学校で開設している家庭教育

学級の活動を支援する方々です。

■どんぐり子供交流委員
　東松島市との子ども交流事業の
企画・運営をしていただいている
方々です。
委員長　森田　弘二（本　町）
副委員長　前田　優子（曙　町）
　　　　江原　純基（帯広市）
委　員　中村　　清 ( 柏　町 )
　　　　野々村和章 ( 若葉町 )
　　　　山口　良樹 ( 帯広市 )
　　　　杉山沙友理 ( 花園町 )
　　　　稗田　千穂 ( 新栄町 )
　　　　阿部　考平（花園町）
　　　　高宮　幸香 ( 新栄町 )
　　　　太田　凪砂（平和区）
　　　　岩城わかな（若葉町）
　　　　山本　　陸（緑　町）

　村内の小・中学校で使用している教科書を展示します。この機会にぜひご覧ください。

教科書展示会を開催

●展示期間
６月 11 日（土 ) から６月 24 日 ( 金 ) まで　
※新型コロナウイルス感染症の状況により変更する場合があります。

●場所
　農村環境改善センターロビー
●問い合せ
　教育委員会事務局学校教育係

☎ 52-3171

12各課・施設の電話／メールアドレス →　議会事務局　☎ 52 − 2117　 gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

13 各課・施設の電話／メールアドレス →　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

1213



各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　

文学・一般書児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『世界の美しい病院

  ーその歴史』

石田　純朗／著

88 の 歴 史 的 な 病 院

施 設 を 写 真 と と も

に 紹 介 す る 一 冊。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30 分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96 番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52 − 3171本ごよみ本ごよみ

木
は
お
ど
ろ
き
で　

い
っ
ぱ
い

(

二
コ
ラ
・

  

デ
イ
ビ
ス)

今月の読みきかせ

６月 18 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『Go to Sleep』

( 英語で読みきかせをします )

■『おやすみ　おやすみ』

今月の展示

■一般書コーナー

　『脱炭素の本』

■児童書コーナー　

　『おとうさんのえほん』

　『あめのえほん』

レ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド

(

青
木　

祐
子)

タ
ン
ポ
ポ
の
た
ね

ど
う
し
て
と
ん
で
い
く
の
？(

か
ん
ち
く
た
か
こ)

う
ち
ゅ
う
じ
ん
だ
ぞ

お
と
う
と
う
さ
ぎ
！

(

ヨ
ン
ナ
・

ビ
ョ
ル
ン
シ
ェ
ー
ナ)

こ
と
ば
た
ん
て
い　

テ
ン
テ
ン
・
マ
ー
ル
を
お
え

(

平
田　

昌
広)

シ
ロ
ク
マ
が

嵐
を
こ
え
て
き
た

(

マ
リ
ア
・

　
　
　

フ
ァ
ラ
ー)

キ
ッ
チ
ン
実
験
室

(

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ)

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
自
由
研
究

テ
ー
マ
の
決
め
か
た
か
ら
ま
と
め
ま
で

(

沼
田　

晶
弘)

が
っ
か
り
妖
怪
大
図
鑑　
　

(

村
上　

健
司)

ア
ニ
マ
ル
バ
ス
と

く
も
の
う
え

 (

あ
さ
の
ま
さ
み)

ぼ
く
は
ほ
ん
や
さ
ん
に
な
る   (

菊
池　

壮
一)

い
た
だ
き
ま
す　

   (

ふ
く
だ
と
し
お)

こ
と
ば
た
ん
て
い　

き
ょ
う
ふ
の
ば
ら
ば
ら
じ
け
ん

(

平
田　

昌
広)

今
だ
か
ら
、

家
事
の
し
く
み
を
、
整
え
る (

主
婦
と

　
　

生
活
社)

黒
鳥
の
湖　

  (

宇
佐
美
ま
こ
と)

工
学
部
ヒ
ラ
ノ
教
授
の

傘
寿
で
も
徘
徊
老
人
日
記

(

今
野　
　

浩)

無
と
意
識
の
人
類
史　

(

広
井　

良
典)

ア
ガ
ワ
流
生
き
る
ピ
ン
ト

(

阿
川
佐
和
子)

錨
の
な
い
船

  ( 

加
賀　

乙
彦)

手
軽
に
お
い
し
く

発
酵
食
の
レ
シ
ピ

(

真
野　
　

遥)

野
生
の
ご
ち
そ
う

８
時
15
分　

ヒ
ロ
シ
マ
で

生
き
ぬ
い
て
許
す
心

(

美
甘　

章
子)

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
文
化
誌　

︵
吉
田　

春
生)

一
夜
の
夢　
　

  (

佐
伯　

泰
英)

希
少
生
物
の
き
も
ち　

ど
う
し
て
い
な
く
な
る
の
？

(

大
島　

健
夫)

﹁
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
女
子
﹂、

定
年
後
に
備
え
る
。　

(

大
江　

加
代)

か
ん
が
え
よ
う
、
コ
ギ
ト(

ア
レ
ク
シ
ス
・  

    

デ
ィ
ー
コ
ン)

15

．

(

ジ
ー
ナ
・
レ
イ
・
ラ
・

  　
　
　

  

サ
ー
ヴ
ァ)

14

泉
心
寮
に
入
寮
し
て

　
農
業
科
１
年
Ａ
組　

工
藤　

優
希

　

私
は
今
年
の
４
月
に
泉
心
寮
に
入

寮
し
ま
し
た
。
入
寮
当
初
は
様
々
な

不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
学
校
に

も
慣
れ
ず
寮
で
や
っ
て
い
け
る
か
と

て
も
不
安
で
し
た
が
明
る
く
面
白
い

先
輩
方
と
そ
の
雰
囲
気
の
お
か
げ
で

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
今
で

は
不
安
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
に
は
新
入
寮
生
歓
迎
会
が
あ

り
、
学
年
毎
に
出
し
物
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。
１
年
生
も
出
し
物
を
す

る
の
で
、
同
じ
仲
間
と
一
緒
に
協
力

し
て
準
備
を
し
盛
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
、
準
備
は
大
変
で
し
た
が
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
が
絶
え
な
い

日
々
を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

農
業
科
１
年
Ｂ
組　

阿
部　

大
心

　

今
年
の
４
月
に
泉
心
寮
に
入
寮
し

ま
し
、
入
寮
当
時
は
先
輩
方
が
怖
く

感
じ
不
安
で
し
た
が
、
先
輩
方
や
先

生
方
に
優
し
く
色
々
な
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
寮
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

新
入
寮
生
歓
迎
会
で
は
、
林
さ
ん

が
お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
く
だ
さ

り
、
出
し
物
で
は
３
年
生
が
射
的
、

２
年
生
は
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
ン
ガ
ン
伝
言

ゲ
ー
ム
、
１
年
生
は
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ

ス
引
き
を
し
ま
し
た
。
先
輩
方
の
出

し
物
は
ど
れ
も
楽
し
く
、
良
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
学
校
生
活

に
は
慣
れ
な
い
で
す
が
、
少
し
ず
つ

慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
科
学
科

２
年
Ａ
組　

前
田　

陸
玖

　

今
年
も
泉
心
寮
の
寮
生
は
楽
し
く

暮
ら
し
し
て
い
ま
す
。

　

去
年
の
は
じ
め
は
、
初
め
て
の
場

所
、
先
輩
と
の
初
め
て
の
共
同
生
活

に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
入
寮

生
歓
迎
会
や
、
食
事
当
番
を
や
っ
て

い
く
う
ち
に
、
先
輩
と
の
会
話
も
増

え
最
初
の
不
安
が
な
く
な
り
、
毎
日

楽
し
い
寮
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

林
さ
ん
が
つ
く
っ
て
く
だ
さ
る
朝

食
、
昼
食
、
夕
食
は
す
ご
く
お
い
し

い
で
す
。
特
に
カ
ツ
は
格
別
に
お
い

し
い
で
す
。

　

今
年
の
１
年
生
も
多
く
入
っ
て
き

て
く
れ
て
、
賑
や
か
な
食
事
・
自
由

時
間
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
寮
生
魂
を
も
っ
て
楽
し
く
寮
生

活
を
送
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

酪
農
振
興
町
村
長
会
議
﹂
の
総
会
に
出

席
、
引
き
続
き
道
庁
幹
部
へ
の
挨
拶
回

り
や
西
海
前
副
村
長
、
高
田
元
参
事
に

面
会
し
ま
し
た
。　

　

酪
農
振
興
町
村
長
会
議
で
は
、
北
海

道
農
政
部
か
ら
の
情
報
提
供
が
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
長
期

に
わ
た
り
、
今
年
に
入
っ
て
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
後
、
家
畜
飼
料

や
生
産
資
材
・
燃
料
の
高
騰
が
続
き
、

依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
生
乳
等

を
め
ぐ
る
危
機
的
状
況
に
更
な
る
拍
車

を
か
け
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
生

産
者
の
努
力
の
み
な
ら
ず
道
や
農
業
関

係
団
体
、
自
治
体
が
結
束
し
よ
り
一
層

の
酪
農
畜
産
対
策
と
早
急
な
支
援
を
国

に
働
き
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。　
　
　

　

４
月
21
日(

木)

、﹁
北
海
道
町
村
会
創
立
１
０
０

周
年
記
念
式
典
﹂
並
び
に
﹁
第
76
回
北
海
道
町
村
会

定
期
総
会
﹂
に
出
席
し
ま
し
た
。

そ
の
前
段
、
午
前
中
に
開
催
さ
れ
た
﹁
北
海
道

〜
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
と
笑
い
声

　
　
　
　

が
あ
ふ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
村
〜

５
月
12
日(

木)

、
北
海
道
総
合

通
信
局
豊
島
局
長
が
道
内
で
最
初
に

設
置
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
５
Ｇ
基
地
局

の
視
察
の
た
め
来
村
、
意
見
交
換
で

は
農
村
地
域
光
回
線
整
備
の
供
用
開

始
と
、
５
Ｇ
の
優
れ
た
技
術
に
よ
る

医
療
・
福
祉
分
野
で
の
積
極
的
な
活

用
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
装
や
デ
ー

タ
連
携
の
展
望
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

道
総
通
局
長
自
ら
の
地
方
視
察

は
頻
繁
に
は
無
く
、
本
村
へ
の
注
目

度
の
高
さ
に
見
合
っ
た
施
策
の
展
開

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
村
内
全
域
に
お
け
る
通

信
網
の
更
な
る
拡
充
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

北
海
道
町
村
会
１
０
０
周
年
記
念
式
典
は
、
鈴

木
直
道
知
事
の
出
席
の
も
と
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
式
典
の
中
で
﹁
宣
言
﹂
も
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
以
下
は
、
一
部
抜
粋
で
す
。

﹃
・
・
・
我
々
町
村
長
は
、
北
海
道
町
村
会
創

立
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
熱
意
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
改
め
て
胸

に
刻
み
、
新
た
な
１
０
０
年
に
向
け
て
、
道
内

１
４
４
町
村
が
一
致
結
束
し
、
よ
り
一
層
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
町
村
の
実
現
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
こ
こ
に
決
意
す
る
﹄

本
村
も
今
年
で
開
村
75
周
年
と
い
う
輝
か
し

い
節
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
村
史
の
編
さ
ん
作

業
中
で
す
が
、
過
去
の
先
達
の
ご
苦
労
や
歴
史
に

学
び
、
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
に
つ
な
が
る
歩
み

を
し
っ
か
り
と
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹁
北
海
道
酪
農
振
興
町
村
長
会
議
﹂
定
期
総
会

﹁
北
海
道
町
村
会
総
会
・
創
立
１
０
０
周
年
﹂

５
Ｇ
基
地
局
視
察

こ
と
ば
た
ん
て
い　

か
く
さ
れ
た
お
た
か
ら

(

平
田　

昌
広)



総人口

3,170 人
（− 6 人）

男性

1,551 人
（− 10 人）

女性

1,619 人
（＋ 4 人）

世帯数

1,368世帯
（± 0 世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　1,435 日 ( ５月 31 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　ゴミの不法投棄や不法焼却が後を絶ちません。

ゴミの不法投棄や焼却した場合、５年以下の懲

役もしくは 1,000 万円以下の罰金またはその両

方が課せられることがあります。気持ちよく生

活するためにもゴミの処理は適切にしましょう。

戸籍の窓口

誕生おめでとう

下
しも

元
もと

優
ゆ

茉
ま

ちゃん   ( 新  栄  町）  彰真・しほり

原
はら

山
やま

鈴
すず

花
か

ちゃん   ( 曙 　   町）   歩・秋子

吉　本　　清　 さん（緑　　町）　   96 歳

西　村　昭　雄 さん（花  園  町）　　94 歳

大　友　　 さん（曙　　町）　　90 歳

岡　　　笑　子 さん（旭　　区）　　88 歳

多　田　重　明 さん（勢 雄 区）　   82 歳

佐　藤　季　雄 さん（北更別区）　　72 歳

山　本　美知子 さん（若 葉 町）　　71 歳

山　角　康　子 さん（若 葉 町）　　69 歳

相あ
い
ざ
わ澤

綺き

ほ歩
ち
ゃ
ん

令
和
３
年
６
月
９
日
生

若
葉
町

優しい笑顔でパパとママを癒して
くれる綺歩です。食欲旺盛でいつもご
はんをモリモリ食べてくれてありがと
う！これからもたくさん食べてすくす
く育ってね。　　　　　

　 慧・舞優

八や

ぎ木

陽ひ

な

た葵
ち
ゃ
ん

令
和
３
年
６
月
５
日
生

本
　
町

いつも2人の兄ちゃんと仲良く遊ん
でもらってます。おもちゃを口に入れ
て怒られることもあるけど得意の笑顔
でごまかしてます。いつまでも笑顔を
大切にしてね。
                                          俊宏・玲

北
更
別
区
の
佐
藤
初
江
様
よ
り

10
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
寄
付
金
は
「
そ
の
他
目
的
達

成
の
た
め
村
長
が
必
要
と
認
め
る

事
業
」
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

職員採用のお知らせ
６月１日付の新規採用をお知らせします。
◆更別村人事
◇看護補助員・フルタイム会計年度任用職員　
　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋　美智子

茂
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